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裏
表
紙「
こ
ん
に
ち
は
」に

　
表
紙
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す



　
目
闢
拓
真
所
長
の
父
は
、
琉
球
大
学
で
サ
ン
ゴ
礁

地
形
を
研
究
す
る
研
究
者
だ
っ
た
。
週
末
に
な
る
と

父
の
調
査
に
連
れ
ら
れ
、
幼
い
目
闢
少
年
は
沖
縄
の

海
で
ひ
た
す
ら
泳
ぎ
回
っ
た
。「
気
づ
い
た
ら
サ
ン

ゴ
に
囲
ま
れ
て
い
た
」
と
い
う
少
年
時
代
が
、
今
日

の
研
究
の
原
点
だ
。

　
岩
礁
の
形
や
潮
の
流
れ
を
読
み
な
が
ら
黙
々
と
デ

ー
タ
を
取
る
父
の
背
中
を
、
幼
い
目
闢
少
年
は
た
だ

追
い
か
け
た
。
言
葉
で
は
教
わ
ら
な
か
っ
た
が
、「
海

を
観
察
す
る
こ
と
」
の
面
白
さ
は
そ
の
背
中
か
ら
受

け
継
い
だ
と
、
所
長
は
振
り
返
る
。

　
大
学
院
在
学
中
、
高
知
県
大
月
町
に
開
設
さ
れ
た

ば
か
り
の
黒
潮
生
物
研
究
所
の
初
代
所
長
と
出
会
い
、

声
を
か
け
ら
れ
た
。
一
度
は
断
っ
た
が
最
終
的
に
大

学
院
を
休
学
し
て
こ
の
地
へ
。
そ
こ
で
見
た
「
ギ
リ

ギ
リ
の
環
境
で
生
き
延
び
る
サ
ン
ゴ
」
に
心
を
奪
わ

れ
た
。

　「
高
緯
度
の
サ
ン
ゴ
の
方
が
面
白
い
」。
そ
の
直
感

が
、
目
闢
所
長
を
大
月
町
に
引
き
留
め
、
今
年
で
１８

年
目
を
迎
え
る
。

　
四
国
西
南
端
に
位
置
す
る
大
月
町
の
海
に
は
、
大

き
な
秘
密
が
あ
る
。
黒
潮
と
い
う
温
か
な
海
流
の
お

か
げ
で
、
サ
ン
ゴ
礁
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
１

４
０
種
も
の
サ
ン
ゴ
が
生
息
し
て
い
る
。「
サ
ン
ゴ

礁
の
な
い
海
域
と
し
て
は
、
世
界
最
大
級
の
サ
ン
ゴ

多
様
性
を
誇
る
エ
リ
ア
で
す
」
と
目
闢
所
長
は
語
る
。

　
南
の
沖
縄
か
ら
連
続
し
て
サ
ン
ゴ
の
分
布
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
続
く
様
子
は
、
世
界
で
も
ほ
か
に
類

を
見
な
い
光
景
だ
。

同
じ
緯
度
で
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
サ
ン
ゴ
が
見
ら
れ
る

場
所
は
、
世
界
で
も
ほ
ぼ
な
い
。
研
究
者
が
憧
れ
る

「
奇
跡
の
海
」
が
、
大
月
町
の
足
元
に
広
が
っ
て
い

る
の
だ
。

　
し
か
し
２
０
２
４
年
夏
、
海
水
温
の
急
上
昇
に
よ

り
サ
ン
ゴ
が
大
規
模
に
白
化
し
た
。
動
け
な
い
サ
ン

ゴ
は
環
境
変
動
を
体
全
体
で
受
け
止
め
る
生
き
物
。

「
２５
年
前
に
は
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
こ
と
が
起
き

て
い
ま
す
」
―
研
究
所
は
今
も
、
変
わ
り
ゆ
く
海
を

黙
々
と
記
録
し
続
け
て
い
る
。

　「
大
月
の
海
は
、
世
界
で
こ
こ
だ
け
」
黒
潮
が
育
む
奇
跡
の
サ
ン
ゴ
の
海

　
父
の
背
中
と
、
沖
縄
の
海
。
サ
ン
ゴ
研
究
者
が
歩
ん
だ
道

黒
潮
生
物
研
究
所
　
目
闢
拓
真
所
長
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

め
ざ
き

た
く
ま

黒潮が育む　サンゴの物語黒潮が育む　サンゴの物語
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③

　
２
０
２
５
年
９
月
、
黒
潮
生
物
研
究
所
は
大
月
町

で
の
創
立
２５
周
年
を
迎
え
る
。
２４
時
間
テ
レ
ビ
へ
の

出
演
、
世
界
各
国
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
希
望
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
投
資
家
と
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

研
究
所
は
今
、
世
界
と
つ
な
が
る
拠
点
へ
と
進
化
し

つ
つ
あ
る
。

　
研
究
所
は
創
立
以
来
、
四
国
沿
岸
の
サ
ン
ゴ
分
布

を
継
続
的
に
記
録
し
て
き
た
。
そ
の
長
期
デ
ー
タ
は
、

海
の
変
化
を
読
み
解
く
貴
重
な
「
も
の
さ
し
」
と
な

っ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続
け
る
な
か
で
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、
近
年
サ
ン
ゴ
の
分
布
域
が
着
実

に
北
へ
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。
気
候
変
動

の
影
響
が
、
大
月
の
海
に
も
確
実
に
現
れ
始
め
て
い

る
。

　
地
域
と
の
結
び
つ
き
も
深
め
て
い
る
。
大
月
小
学

校
・
中
学
校
で
の
出
前
授
業
で
は
、
ク
ラ
ゲ
や
海
の

生
き
物
を
実
際
に
持
参
し
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝

か
せ
る
場
面
も
多
い
。

「
大
月
の
子
ど
も
た
ち
は
自
然
に
触
れ
る
素
養
が

高
い
」

と
所
長
は
語
る
。
海
と
共
に
育
っ
た
感
性
を
、
次
の

世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
も
研
究
所
の
大
切
な

使
命
だ
。

　「
高
緯
度
サ
ン
ゴ
群
集
の
研
究
や
活
動
拠
点
に
な

る
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
人
に
海
と
関
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
」
―
そ
れ
こ
そ
が
目
闢
所
長
が
描
く
、
次
の

２５
年
の
夢
だ
。

　
大
月
の
海
か
ら
生
ま
れ
た
研
究
が
、
地
域
を
、
そ

し
て
世
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
日
を
目
指
し
て

研
究
所
は
今
日
も
歩
み
続
け
て
い
る

　
創
立
25
周
年
。
大
月
か
ら
世
界
へ
、
研
究
所
の
次
の
25
年

取
材
を
終
え
て
　
―
　
記
者
よ
り

　
取
材
を
通
じ
、
目
闢
所
長
の
歩
み
に
触
れ
な

が
ら
、
ふ
と
大
月
町
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
重

な
っ
た
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
父
の
調
査
に
付
き
添
い
、
沖

縄
の
海
を
泳
ぎ
回
っ
た
少
年
が
、
世
界
に
認
め

ら
れ
る
研
究
者
に
な
っ
た
。
大
月
町
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
も
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
恵
ま
れ
た
海

が
そ
ば
に
あ
る
環
境
の
中
に
生
き
て
い
る
。
目

闢
所
長
自
身
も
「
大
月
の
子
ど
も
た
ち
は
自
然

に
触
れ
る
素
養
が
高
い
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　
こ
の
豊
か
な
海
で
遊
び
、
感
じ
、
学
ん
だ
子

ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、
い
つ
か
ま
た
世
界
に
羽

ば
た
く
研
究
者
や
、
こ
の
海
を
愛
し
守
る
人
が

生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
未
来

へ
の
期
待
を
胸
に
、
大
月
町
の
海
は
今
日
も
静

か
に
ま
た
力
強
く
、
次
の
世
代
を
育
ん
で
い
る
。

米
谷
　
勝
市

黒潮が育むサンゴたち



　現在、大月町議会では「議会基本条例」の制定に向けた検討を進めています。こ
の条例は、議会の役割や議員の責務、住民の皆様との関わり方など、議会運営の基
本的な考え方を明文化するものであり、議会の憲法とも言われています。

●はじめに

　人口減少や少子高齢化など、町を取り巻く環境が大きく変化する中、議会にはこ
れまで以上に政策を論議し、行政を適切に監視しながら、住民の皆様の声を町政へ
反映していくことが求められています。だからこそ、議会は何を使命とし、どのよ
うな姿勢で町政に向き合うのかという基本的な考え方を、今後誰が議員になっても
議会の共通ルールとして明文化することが必要だと考えています。

●どうして条例が必要なのか

　現在は、議員間で条例案の条文を一つひとつ丁寧に協議するとともに、他自治体
の先進事例も参考にしながら、大月町議会にふさわしい内容となるよう検討を重ね
ています。また、議会の情報公開の充実や政策立案機能の強化、議員の倫理や資質
向上などについても議論を進めています。

●どのように進めているのか

制定する上で大切にすること

① 住民との関係性を明確化　　② 議会の機能強化と自立性の確保
③ 政策形成過程への関与　　　④ 倫理・規範の明確化
⑤ 地域特性の反映

未来へつなぐ

議会基本条例の制定に向けて
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⑤

6月定例会 会期：6月11日～16日

補 正予算

◆一般会計補正予算（令和7年度）【専決処分】
　・１６９９万８千円を減額。ふるさと応援寄附金の確定による財源調整など。

◆特別養護老人ホーム特別会計補正予算（令和8年度）
　・９５万７千円を増額。温冷カートリース料の追加。

◆一般会計補正予算（令和8年度）

問　水田農業機械導入支援事業の本人負担は。
答　事業費の２分１が自己負担。

問　水田農業機械導入支援事業の事業対象は。
答　米生産体制の確立が目的の事業で、機械の更新購入等が対象。

問　ふるさと納税支援業務委託の契約は単年度更新か。
答　まだ未定だが、現在の業者とは１年契約で更新している。

陳 情

◆釣り漁場におけるクロマグロ対策について
　・産業建設常任委員会へ付託

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

教育費

項　目 補正額

３０００万円

１５１万円

３５０万円

１０３８万円

１０９２万円

１０２万円

主な補正内容

公共交通維持対策（２９７０万円）

社協補助金（１９９万円）

ゴミ袋購入費（３５０万円）

水田農業機械導入補助金（９６６万円）

ふるさと納税支援業務委託料（８９８１万円）

給食材料費（１０２万円）

一般会計補正予算の質疑

全員
賛成



条 例

◆大月町税条例の一部を改正する条例【専決処分】
　・地方税法等の改正による、軽自動車税環境性能割の廃止等の改正

◆大月町国民健康保険税条例の一部を改正する条例【専決処分】
　・地方税法等の改正による、課税限度額や軽減所得判定基準の見直し、子ども子育
　　て支援納付金の新設等の改正。

◆大月町介護保険条例の一部を改正する条例【専決処分】
　・税制改正による特例減免等の改正。

全員
賛成

契 約

◆緊自債第1号　普通河川田代川（馬路1号橋）河川改修工事
　請負契約の変更【専決処分】
　・変更後契約額：�１億４３７２万６千円
　・変更額（増）：� ４１４万７千円

◆水第７号　大月町簡易水道施設（姫ノ井工区・春遠工区）整備工事
　請負契約の締結
　・契約金額：６６５５万円
　・相手方　：谷口建設株式会社（大月町弘見１８０３番地）
　・契約期間：契約発効の日から令和９年２月６日

全員
賛成

人 事案件

◆大月町農業委員会委員の少なくとも４分の１を認定農業者等
　又はこれに準ずる者とすることに関する同意
　・認定農業者が委員の過半数を占めることができなかったため、例外適用の同意を
　　求める。

◆大月町農業委員会委員の任命の同意
　・７名の任命について、議会の同意を求める。
　　内原英明　氏、森下　誠　氏、山岡大真　氏、山下清司　氏、田辺豊浩　氏、
　　平田師啓　氏、長岡敬造　氏
　　（議案提出順）

賛成
多数
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発 議

◆肥大化し過ぎた標準授業時数の削減を求める意見書について
　【提出者：浦木秀雄】
　ストレスを抱える子どもたちの不登校・いじめ・自死などは増加傾向が続き、教職
員の病休や早期退職者の増加、大規模な教員不足など、教育現場は深刻な課題を抱え
ている。
　様々な社会的要因により学習指導要領の内容が増え続け、現在は１日の授業時数が
教育史上もっとも肥大である。
　教員の労働環境は子どもたちの学習環境であること、そして子どもと教職員にかか
る心身の負担を早急に軽減する必要があることを鑑み、下記の実施を強く求める。
�
１．次期学習指導要領の改訂において、増え続けてきた標準授業時数を削減し、子ど
もにとっても、教職員にとっても無理のない、豊かな教育環境の実現を進めること。

否　
　決

反
対

賛
成

谷　・依岡・安岡（利）
笹木・新谷・松田 中田・米谷・浦木

時数削減では解決不能（谷正美）
　週５日授業により教える量が詰め込まれ、
教師も大変になっている。授業時数削減で
は解決できないと考える。また、時数削減
は学力の低下が懸念される。文科省は審議
会を経た答申を出す予定であり、それを鑑
みた上での意見書でなければいけない。

子どもに向き合う時間を（中田巌）
　教員の労働環境は子どもたちの学習環境
そのもの。「町に実態はない」「国でも議
論しているから提出の必要はない」ではな
く、標準授業時数や学習指導要領は町独自
で変更できないため、現場に近い地方議会
が国へ意志を届ける役割がある。多くの授
業がより良い教育ではなく、本当に必要な
ことを深く学び、考える力を育み、子ども
一人ひとりに向き合う時間を確保すること
こそ、教育の質を高めることに繋がる。標
準授業時数の削減をしなければ、教育環境
は改善されない。

自ら学ぶ時間に転換を（米谷勝市）
　日本の義務教育は素晴らしいが、詰め込
み教育には非常に疑問を感じている。基礎
がないと何事も応用が利かない。自分の意
見を言えないと感じる。どういう大人にな
りたいか、どういう仕事に就きたいか、な
かなか考えづらい。授業時間を圧縮するこ
とで、自分たちで学び、育っていくような
時間に転換できたら。

社会全体で携わっていくべき（依岡一生）
　文部科学省は教育課程のあり方について
諮問している。また、教師を取り巻く環境
整備特別部会が、学習指導要領や標準授業
時数を含む緊急声明を政府に出している。
現時点での意見書提出は妥当ではないと考
える。授業時数削減で本当に豊かな教育が
できるのか疑問。社会全体で携わることが
重要。

地域・家庭・学校の連携で（安岡利治）
　今の学習指導要領を含め、長い期間で築
き上げられた教育行政がある。文部科学省
も課題解決のために協議をしている。今の
段階で授業時数だけの部分ではなく、地域・
家庭・学校の連携で解決できるものもある。
また、政府全体として取り組む中で、その
打開策・解決策も出てくると考える。時間
数での捉え方は疑問を感じる。
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みんなの広場

委 員会報告

◆議会運営委員会
　『議長諮問事項に対する答申の報告』

◇諮問事件の答申内容
①一年間の議員活動の集計
　議員活動の集計については、令和７年１月１日より同年１２月３１日の年間の議員
の活動を、統一した集計項目に振り分けて集計した。集計期間終了後、振り分け等
の最終調整を行った。
この集計データは、今後の議員報酬・定数等の検討における資料として活用する。

②議会懇談会の企画開催
　議会懇談会は、令和７年４月・５月・９月の３か月間にわたり、ご協力頂いた
１７地区において開催した。参加延べ人数は１８３人。テーマを「産業振興・防災」と
し、それ以外についても幅広く意見を聴取した。聞き取った意見は全て検討し、各
地区へ個別に回答を送付した。また、執行部と意見の全てを共有し、対応が必要な
ものについては個別に要請をした。

③通信ツールとしてのＬＩＮＥの活用
　ＬＩＮＥの活用については、委員会の開催通知や全体の連絡事項などに活用をして
おり、非常に効果的で効率的ある。郵送料の節減もでき、ランニングコスト等も不
要なため、今後も活用すべきものと考える。

④決算審議の充実、当初予算への反映
　「議会基本条例」で制定予定のため、議会のあり方検討特別委員会において議論
を進めていくものとする。

帰
り
た
い
ふ
る
さ
と
に

　
４１
年
前
に
大
阪
か
ら
大
月
へ
家
族
４
人
で
引
っ
越

し
理
容
店
開
店
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人
口
８

６
０
０
人
、
生
活
環
境
が
揃
っ
て
い
た
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
高
校
、
大
学

で
大
月
を
離
れ
る
と
、
帰
っ
て
来
ま
せ
ん
。
人
口
は

減
る
、
学
校
統
合
、
職
場
が
な
く
な
っ
て
商
店
閉
店
。

帰
り
た
く
て
も
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
。

今
の
人
口
４
３
０
０
人
。
我
が
家
も
、
親
を
心
配
し

娘
２
人
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
美
容
室
開
店
。
人
口

減
少
で
、
や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
な
日
々
で
し
た

が
、
娘
の
育
っ
た
町
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
今
に
合
っ
た
や
り
方
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
行

政
も
今
に
合
っ
た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
、
若
い

世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る
町
に
な
っ
た
ら
い
い
で

す
ね
。

川村　真佐代さん（中央）と
娘さんたち

川
村
　
真
佐
代
さ
ん
（
芝
）
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質　　問
①  道の駅リニューアルの計画・進捗

②  経済波及効果の認識と目標設定

③  広域連携と誘客戦略

執 行 部 の 答 弁 質問ページ

道の駅リニューアル
の進捗とスケジュー
ルは？

・今年度� ：基本設計（プロポーザル準備中）
・令和9年度�：実施設計
・令和10年度�：工事着工　　・完成予定

P．11
P．14

全体の事業費規模と
財源の考えは？

・概算で工事費約3億6千万円（国補助金活用を検討）
・資材高騰リスクあり、設計段階で精査 Ｐ．11

物価高騰で計画が先
送りにならないか？ ・上記スケジュール通り。延長は考えていない Ｐ．11

放送期間中に間に合
わないのでは？

・一過性の波に合わせるのではなく長期的整備を優先
・スケジュール変更の予定なし Ｐ．14

経済波及効果の認識
と数値目標は？

・宿泊・飲食・物販など多分野での効果を期待
・詳細未確定のため現時点で数値目標設定は困難 P．14

振興計画の観光数値
を上方修正し、今か
ら動くべきでは？

・根拠なき計画変更は最上位計画として不適切
・毎年度のローリングで実績を踏まえ検討
・「遅い」との指摘は真摯に受け止め前向きに対応

P．14

近隣市町村との連携
と誘客策は？

・幡多広域観光協議会を軸に周遊ルートを構築
・土佐清水・大月・宿毛の道の駅3者が周遊キャンペーンを
　今年度開始予定
・県「博覧会推進協議会（仮称）」とも連携

P．12

柏島等への観光客の
動線戦略は？

・土佐清水市観光後に立ち寄れる推奨ルートを構築
・体験型プログラムを造成し滞在時間延長・消費拡大を目指す

掲載なし
（中田議員）

ジョン万資料館来館
者に道の駅割引など
の特典は？

・広域周遊を促す特典の仕組みは有効な取り組みの一つ
・今後の市町村間協議の参考とする

掲載なし
（新谷議員）

④  民間連携と受け入れ体制

⑤  観光施設の老朽化・整備

飲食・宿泊業者は協
議会に絡まないまま
か？

・ふれあい市内での飲食提供を公社内で協議中
・幡多広域で飲食・宿泊含め効果を享受できるよう取り組む P．14

なぜ民間への参加呼
びかけをオープンに
しないのか？

・広く告知をしない特別な理由はない
・観光協会・商工会を通じ届くと考えていた
・今後は関係団体との協議の場を設ける

P．14

リピーター獲得の
組織・スケジュール
は？

・具体的スケジュールは未定
・観光協会・商工会への意向調査を7～8月に実施予定
・県も9月補正以降でジョン万予算を検討中

掲載なし
（中田議員）

観光施設の老朽化整
備の計画は？

・個別の劣化状況を精査し優先順位をつけて対応
・大河ドラマ関連の補助事業も積極活用
・大堂山トイレは早急に使用不可表示を対応

P．10

ジョン万効果活用は？質問まとめ

⑨



　
大
月
町
の
消
防
、

防
災
は
幡
多
西
部
消

防
組
合
の
大
月
分
署
と
大

月
町
消
防
団
が
町
民
の
生

命
・
身
体
及
び
財
産
を
風

水
害
、
火
災
等
か
ら
守
っ

て
く
れ
て
い
る
。
今
、
県

内
１５
消
防
本
部
が
２
０
２

８
年
度
統
合
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
る
が
、
大

月
町
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
消
防
広
域
化
の
必

要
性
で
す
が
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
現
状
、

特
に
中
山
間
地
域
の
消
防

本
部
で
は
、
人
材
確
保
が

非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
広
域
化
に

よ
る
本
町
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
月
分
署
の
消
防
力
が
強

化
さ
れ
、
共
同
で
人
材
確

保
に
取
り
組
め
る
事
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
人
件
費
な

ど
の
財
政
的
な
負
担
が
大

き
く
増
え
る
こ
と
で
す
。

　
大
月
分
署
は
存
続
。

人
員
・
車
両
等
の
削

減
も
な
い
認
識
で
よ
い
か
。

　
消
防
広
域
化
へ
の

協
議
で
は
分
署
を
な

く
す
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
人
口
減
少
に
な
っ
て

も
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て

い
け
る
よ
う
現
場
力
を
強

化
し
て
い
く
と
い
う
考
え

の
も
と
で
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

新谷　伸 議員新谷　伸 議員

問答

問答

　
第
７
次
大
月
町
総

合
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
で
築
５０
年
の
大
月

分
署
の
建
て
替
え
を
検
討

と
う
た
わ
れ
て
い
る
が
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ

他
に
も
除
却
や
建
て
替
え

が
必
要
な
施
設
が
複
数
あ

り
、
財
政
面
を
考
慮
し
、

緊
急
性
・
重
要
度
に
応
じ

た
優
先
順
位
を
つ
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
月

分
署
の
建
物
は
幡
多
西
部

消
防
組
合
の
所
有
で
す
が
、

建
て
替
え
に
要
す
る
費
用

は
、
町
負
担
に
な
り
ま
す
。

大
月
分
署
・
消
防
本
部
・

町
で
協
議
を
行
い
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
明
確
化
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

問答

築50年の大月分署

使用不能のトイレ

　
ト
イ
レ
・
展
望
台

な
ど
観
光
客
が
立
ち

寄
る
公
共
施
設
・
公
共
空

間
の
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
と
あ
る
が
、
対
象
施
設

が
多
く
、
予
算
的
な
部
分

も
あ
り
す
べ
て
を
行
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。
大

堂
展
望
台
手
前
の
使
用
不

能
に
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
整
備

計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
、

予
定
は
。

　
観
光
客
の
受
け
入

れ
施
設
と
な
る
公
共

施
設
や
観
光
拠
点
の
環
境

整
備
は
、
観
光
振
興
に
お

い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
安

全
面
や
景
観
上
の
観
点
か

ら
早
期
の
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

答

一　般　質　問

消防・防災

広域化による影響は
　消防力強化・財政負担増／町長

観
光ど

の
よ
う
な
整
備
計
画
か

　
　
効
率
的
に
努
め
た
い
／
町
長
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安岡　利治 議員安岡　利治 議員

　
令
和
７
年
度
の
検

討
委
員
会
の
方
向
性

は
。

　
一
階
部
分
は
売
店
、

直
販
所
等
を
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
部
分
に
増
築

し
て
ワ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、

イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
食
事
も
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
二
階
部

分
は
、
図
書
館
機
能
を
付

帯
さ
せ
る
方
向
で
す
。
こ

れ
を
曲
げ
る
こ
と
な
く
基

本
設
計
の
策
定
を
進
め
る

考
え
で
す
。

　
基
本
設
計
決
定
後

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　
現
時
点
で
の
計
画

で
は
、
本
年
度
基
本

設
計
業
務
を
行
い
、
令
和

９
年
度
に
実
施
設
計
業
務
、

令
和

１０
年
度
に
工
事
着
工
・

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
や
財
源
等

の
見
通
し
は
。

　
令
和
７
年
度
時
点

の
概
算
で
、
工
事
費

約
３
億
６
千
万
円
を
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
建
設
資

材
や
人
件
費
の
上
昇
等
で
、

現
段
階
で
確
定
は
難
し
い

で
す
。
財
源
は
国
の
補
助

事
業
等
を
精
査
し
、
活
用

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新たな観光拠点

更なる学校教育の充実

　
新
し
い
気
象
情
報

体
系
が
、
本
年
５
月

よ
り
運
用
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
運
用
を
、
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
制
度
を
周
知
し
、

情
報
収
集
、
判
断
、

避
難
情
報
発
令
、
住
民
周

知
、
避
難
支
援
等
の
業
務

を
進
め
ま
す
。
情
報
は
こ

れ
ま
で
に
比
べ
大
変
分
か

り
や
す
く
、
発
令
等
や
避

難
所
開
設
の
判
断
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
よ
り
県
教

育
委
員
会
が
、
県
下

１０
校
の
小
学
校
で
実
践
研

究
を
行
っ
て
い
る
、
チ
ー

ム
担
任
制
の
導
入
つ
い
て

は
ど
う
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
人
手
不
足
の
現
場

に
お
い
て
大
変
良
い

事
で
あ
り
、
子
ど
も
を
複

数
で
見
て
、
教
員
の
負
担

を
分
散
す
る
た
め
の
仕
組

み
で
す
の
で
、
で
き
る
な

ら
導
入
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
小
中
一
貫
校
へ
の

移
行
の
考
え
は
。

　
保
小
中
連
携
教
育

を
推
進
し
、
９
年
間

の
教
育
課
程
の
編
成
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
在

の
形
で
よ
い
と
考
え
ま
す
。

大月町のここを聞く

産業振興・観光拠点

道の駅リニューアル基本計画は
　　本年度中に基本設計策定／町長

防災対策

新たな防災気象情報
　発令等に活用／町長

学
校
制
度

チ
ー
ム
担
任
制
は

　
　
　
大
変
良
い
制
度
／
教
育
長

問

問

問 答

答答

問答

問答

問答

⑪



持続可能なまちづくり

即戦力として期待

中田　巌 議員中田　巌 議員

　
１０
年
後
２０
年
後
の

人
口
規
模
を
想
定
し
、

必
要
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
施

設
、
地
域
拠
点
を
整
理
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、
人
口
が
減
少
し
て
も

暮
ら
し
を
維
持
で
き
る
地

域
の
将
来
像
を
町
と
し
て

明
確
に
示
す
べ
き
で
は
。

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
は
、

１０
年
後
を

見
据
え
、
変
化
す
る
社
会

へ
の
対
応
を
図
り
な
が
ら
、

縮
む
町
で
は
な
く
質
の
高

い
町
へ
と
再
編
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
維
持
す
べ

き
機
能
と
集
約
す
べ
き
機

能
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ら

を
持
続
可
能
な
将
来
像
と

し
て
描
き
出
し
、
大
月
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
へ
反
映
さ
せ
、
実

効
性
の
あ
る
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
通
院
や
買

い
物
に
困
る
住
民
が

増
加
す
る
と
想
定
で
き
る

が
、
地
域
公
共
交
通
や
移

動
支
援
を
ど
の
よ
う
に
維

持
・
確
保
し
て
い
く
考
え

か
。

　
本
年
度
よ
り
国
土

交
通
省
の
補
助
事
業

で
あ
る
交
通
空
白
解
消
等

リ
デ
ザ
イ
ン
全
面
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
の
あ
り
方
を
検
討
。
安

定
し
た
移
動
手
段
の
確
保

と
地
域
活
力
の
維
持
・
向

上
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
一
次
産
業
の
担
い

手
不
足
は
若
年
層
中

心
の
発
想
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
５０
代
・
６０
代
も

含
め
た
人
材
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
若
年
層
の
み
な
ら

ず
、

５０
代

６０
代
を
含

め
た
幅
広
い
世
代
の
人
員
、

人
材
確
保
は
本
町
の
一
次

産
業
の
維
持
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時

代
を
見
据
え
、
多
様
な
経

験
を
持
つ
方
々
の
参
入
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
一
次

産
業
の
裾
野
を
広
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
企
業
等
の
定
年
延

長
や
再
雇
用
の
実
態

を
踏
ま
え
る
と
、
研
修
制

度
等
の
年
齢
要
件
は
現
状

に
合
わ
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
社
会
全
体
の
就
業

環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
現
在
の
研
修

制
度
に
お
け
る
年
齢
要
件

が
社
会
の
実
態
や
就
業
意

欲
を
持
つ
方
々
の
状
況
と

少
し
ず
つ
乖
離
し
つ
つ
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
国
・
県
の
制
度
だ

け
で
は
補
え
な
い
部

分
に
つ
い
て
、
町
独
自
の

支
援
や
国
・
県
へ
の
制
度

見
直
し
要
望
を
行
う
べ
き

で
は
。　

本
町
の
財
政
状
況

を
鑑
み
ま
す
と
、
町

独
自
で
の
効
果
的
な
支
援

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
地
方
の
切
実
な

現
状
を
、
国
や
県
に
対
し

制
度
の
見
直
し
や
柔
軟
な

運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
積

極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

一　般　質　問

将来の大月像

持続可能な地域維持戦略を
　維持と集約を明確化／町長

新
規
就
農
者
支
援

５０
代
６０
代
も
対
象
に

　
　
国
や
県
に
要
望
す
る
／
町
長

問答

問答

問答

問答

問答

⑫



浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

　
非
核
平
和
大
月
町

宣
言
や
平
和
首
長
会

議
加
盟
を
踏
ま
え
た
平
和

行
政
の
具
体
的
取
り
組
み

は
。

　
黙
祷
や
追
悼
式
の

実
施
。
平
和
の
折
鶴

を
作
成
し
、
土
佐
く
ろ
し

お
鉄
道
宿
毛
駅
に
展
示
。

昨
年
は
戦
後

８０
年
の
節
目

で
、
平
和
パ
ネ
ル
展
を
中

央
公
民
館
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
は
学
校
教
育
の

場
だ
け
で
な
く
、
社
会
教

育
の
場
に
お
い
て
も
、
命

の
尊
さ
や
平
和
の
大
切
さ

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
町
長
の
平
和
首
長

会
議
参
加
状
況
、
町

民
へ
の
平
和
啓
発
の
考
え

は
。

　
平
和
首
長
会
議
に

は
公
務
の
都
合
で
参

加
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

情
報
を
活
用
し
町
民
の
皆

様
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え

て
い
く
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
に
よ
る
平
和

情
報
発
信
の
強
化
は
。

　
教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
学
校

教
育
、
日
常
の
教
育
活
動

に
お
け
る
指
導
の
充
実
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

情
報
発
信
に
よ
る
周
知
と

意
識
の
向
上
、
町
民
生
活

の
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

初
動
の
中
心
は
危
機

管
理
室
（
課
長
・
補
佐
）

で
あ
り
、
町
長
・
副
町
長

で
は
代
替
で
き
な
い
構
造
。

課
長
は
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、

町
長
は
最
終
判
断
者
で
は

な
い
か
。

　
条
例
上
の
指
揮
系

統
は
町
長
で
あ
り
矛

盾
し
な
い
。
し
か
し
、
議

員
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は

正
し
い
。
参
集
で
き
な
い

場
合
は
係
長
以
下
で
対
応

し
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
行

政
の
公
式
規
範
で
あ

り
、
管
理
職
不
在
は
重
大

な
規
範
逸
脱
で
は
な
い
か
。

　
規
範
的
な
逸
脱
は

当
然
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
人
事
見

直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
大
月
町
の
長
期
避

難
所
ト
イ
レ
備
蓄
の

現
状
は
。

　
簡
易
ト
イ
レ
等
２

万
３
２
０
０
回
分
。

地
下
埋
設
型
・
ト
イ
レ
カ

ー
等
７
万
７
８
５
６
回
分
。

合
計

１０
万
１
０
５
６
回
分

（
想
定
の
１
３
１
％
）。
た

だ
し
　
指
定
避
難
所
単
位

で
は
不
十
分
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
避
難
所
の
ト
イ
レ

不
足
が
災
害
関
連
死

の
主
要
因
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
か
。

　
ト
イ
レ
不
足
に
よ

り
、
ト
イ
レ
を
我
慢

す
る
こ
と
も
災
害
関
連
死

の
一
因
で
あ
る
と
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
ス
フ
ィ
ア
基
準
を

も
と
に
進
め
て
い
く

の
か
。　

ス
フ
ィ
ア
基
準
は

２０
人
あ
た
り
ト
イ
レ

１
基
を
推
奨
。
女
性
用
と

男
性
用
の
比
率
は
３
対
１

が
目
安
。
ト
イ
レ
の
平
均

的
な
使
用
回
数
は
１
日
５

回
。
順
次
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総務課・危機管理室

平和の折鶴づくり

大月町のここを聞く

町政運営

非核平和大月町宣言の取り組みを
　平和の大切さ学ぶ機会を提供／町長

危
機
管
理

管
理
職
不
在
は
重
大
な
規
範
逸
脱

　
規
範
逸
脱
は
あ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
と
思
う
／
町
長

問問

問

答

答答

問答

問答

問答 問答

問答

⑬



　
大
河
ド
ラ
マ
龍
馬

伝
の
経
済
波
及
効
果

は
最
終
５
３
５
億
円
。
観

光
拠
点
で
あ
る
道
の
駅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
令
和
１０
年

末
に
完
成
予
定
で
、
大
月

町
に
誘
客
す
る
事
が
で
き

る
の
か
。
計
画
修
正
の
余

地
は
あ
る
の
か
。

　
一
過
性
の
波
に
合

わ
せ
る
の
で
は
無
く
、

長
期
的
か
つ
持
続
可
能
な

価
値
を
創
出
す
る
、
着
実

で
質
の
高
い
整
備
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
大
河
ド
ラ
マ
放
映

中
に
仮
設
店
舗
の
道

の
駅
で
、
果
た
し
て
満
足

さ
せ
る
事
が
で
き
る
の
か
。

龍
馬
伝
で
の
観
光
客
の
消

費
額
内
訳
は
飲
食
１
０
１

億
円
・
交
通
６５
億
円
・
宿

泊
５２
億
円
・
土
産
物
４９
億

円
。
今
回
の
舞
台
が
土
佐

清
水
市
で
、
こ
の
効
果
を

大
月
町
は
ど
う
取
り
込
む

の
か
。　

宿
毛
・
大
月
・
土

佐
清
水
の
道
の
駅
・

観
光
協
会
・
行
政
担
当
な

ど
で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
飲
食
・
宿
泊
事
業

者
が
一
切
参
加
し
て

い
な
い
ま
ま
進
め
る
の
か
。

　
飲
食
は
道
の
駅
内

で
提
供
で
き
る
よ
う

公
社
内
で
協
議
を
し
て
い

ま
す
。　

経
営
規
模
の
大
小

や
イ
ベ
ン
ト
中
心
の

無
店
舗
営
業
者
、
こ
れ
か

ら
起
業
を
考
え
て
い
る
方

な
ど
に
対
し
、
組
織
立
ち

上
げ
の
呼
び
掛
け
を
な
ぜ

オ
ー
プ
ン
に
し
な
い
の
か
。

　
理
由
と
い
う
も
の

は
特
段
存
在
し
ま
せ
ん
。

商
工
会
・
観
光
協
会
等
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
を
通
じ
て

情
報
が
流
れ
て
い
け
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
後
期
振
興
計
画
を

上
方
修
正
す
る
考
え

は

　
直
ち
に
修
正
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

数
値
目
標
に
と
ら
わ
れ
ず

受
入
体
制
の
構
築
等
に
注

力
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
・
予
算
組
み
・

実
行
を
し
な
い
消
極

的
な
市
町
村
と
連
携
し
て

い
こ
う
と
な
る
の
か
。

　
動
き
が
遅
い
と
い

う
指
摘
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
前
向
き
に
し
っ

か
り
と
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ジョン万資料館

多くの人達と繋がれるＳＮＳ

　
協
力
隊
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
頻
度
が
年
々
少

な
く
な
り
、
こ
こ
数
ヶ
月

で
は
稼
働
し
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
て

い
る
の
か
。

　
近
年
は
隊
員
の
自

主
性
に
依
存
す
る
形

の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
活
動
Ｐ
Ｒ
・
隊
員
募

集
に
も
役
立
つ
も
の
と
認

識
し
、
目
的
・
効
果
を
隊

員
と
担
当
で
共
有
し
な
が

ら
積
極
的
な
活
用
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
協
力
隊
に
求
め
て

い
る
の
は
、
３
年
後

の
定
住
か
、
大
月
町
に
今

な
い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ

る
よ
う
な
存
在
か
。

　
両
方
が
目
的
で
す
。

協
力
隊
制
度
を
単
な

る
人
口
増
加
の
み
を
目
的

と
せ
ず
、
隊
員
が
持
つ
新

し
い
発
想
や
ス
キ
ル
が
地

域
に
還
元
さ
れ
、
新
た
な

価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
結
果
と
し
て
定
住

に
繋
が
る
と
い
う
好
循
環

を
目
指
し
ま
す
。

米谷　勝市 議員米谷　勝市 議員

一　般　質　問

産業振興

大河ドラマに向けた道の駅整備は
　　スケジュールの変更はない／町長

交
流
人
口

定
住
か
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か

　
真
に
貢
献
頂
け
る
人
材
を
／
町
長

問問 答

問問 答

問答 問答

問答

問答

答

答
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再生可能な遊休農地

空き時間の会議室

松田　照代 議員松田　照代 議員

　
庁
舎
内
に
職
員
休

憩
室
が
な
い
。
昼
休

憩
を
自
席
や
車
内
で
と
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
現
状

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
自
席
・
車
内
休
憩

や
外
出
な
ど
様
々
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
頻
度
の
低
い

会
議
室
を
、
昼
休
憩

時
の
み
解
放
し
た
り
、
職

員
が
体
調
不
良
時
に
休
め

る
休
養
室
と
し
て
確
保
で

き
な
い
か
。

　
昼
休
憩
は
個
々
の

自
由
と
は
い
え
、
不

自
由
な
思
い
を
し
て
い
る

職
員
も
い
る
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
新
設
は
難
し
い

の
で
、
空
き
会
議
室
の
昼

休
憩
利
用
に
つ
い
て
周
知

を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

体
調
不
良
時
の
休
養
室
は

ベ
ッ
ド
等
の
設
備
や
利
用

ル
ー
ル
が
必
要
な
た
め
、

今
後
の
検
討
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
や
遊
休
農
地
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。

　
様
々
な
課
題
が
重

な
り
、
本
町
の
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
危
機
的
な
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
放
置
す
れ
ば
地

域
の
活
力
そ
の
も
の
が
失

わ
れ
る
と
い
う
危
機
感
を

強
く
持
っ
て
お
り
、
遊
休

農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
解

消
は
本
町
の
持
続
可
能
な

産
業
振
興
に
お
い
て
喫
緊

の
課
題
と
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　
小
規
模
農
地
等
に

対
応
で
き
る
町
版
農

地
バ
ン
ク
の
創
設
を
提
案

す
る
。
町
長
の
見
解
は
。

　
よ
り
細
か
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
た

め
、
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
賃
貸
借
契
約
に
進
む

際
に
は
農
地
法
に
基
づ
く

許
可
申
請
や
農
地
中
間
管

理
機
構
を
通
じ
た
手
続
き

が
必
要
な
た
め
、
あ
く
ま

で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す

る
情
報
提
供
の
場
と
位
置

付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組

み
の
推
進
体
制
に
お
い
て

は
、
地
域
の
実
情
に
精
通

し
た
農
業
委
員
の
皆
さ
ん

に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
な
た
め
、
ま
ず
は

協
議
検
討
の
場
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
将
来
の
活
用
を
見

据
え
、
耕
作
放
棄
地

の
再
生
を
国
県
補
助
を
活

用
し
て
進
め
る
考
え
は
あ

る
か
。　

遊
休
農
地
の
解
消

に
は
農
地
の
再
生
整

備
が
不
可
欠
で
す
。
現
在

も
整
備
支
援
に
係
る
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

１０

年
以
上
の
貸
付
が
必
要
等

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
町

版
農
地
バ
ン
ク
の
検
討
と

並
行
し
て
、
町
の
実
質
負

担
を
抑
え
な
が
ら
農
地
再

生
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
各
種
補
助
制

度
の
活
用
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

大月町のここを聞く

耕作放棄地

町版農地バンクの創設を
　まずは農業委員と検討／町長

労
働
環
境
改
善

一
時
休
憩
室
の
確
保
は

　
　
　
空
室
の
活
用
周
知
／
町
長

問問

答

答

問答

問答

問答

⑮



地
元
を
思
い
な
が
ら

　
小
、
中
学
校
は
地
元

の
学
校
を
出
て
、
隣
町

の
高
校
生
活
を
過
ご
し

た
あ
と
、
自
分
の
好
き

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
関
係
の

専
門
学
校
に
入
り
、
い

ろ
ん
な
経
験
を
経
て
、

ゲ
ー
ム
会
社
に
就
職
し

ま
し
た
。
こ
の
会
社
で
は
、

当
時
流
行
っ
た
ス
ー
パ

ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
、
ゲ
ー

ム
ボ
ー
イ
の
企
画
、
絵

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
自
分
が
育
っ
た

田
舎
を
思
い
出
し
な
が

ら
楽
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

出
会
い
、
そ
し
て
…

　
会
社
勤
め
を
す
る
な
か
、

私
は
ヘ
ビ
メ
タ
が
好
き

で
よ
く
見
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
ヘ
ビ
メ
タ
の

バ
ン
ド
の
一
人
、
今
の

夫
と
出
会
い
結
婚
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
夫
の

住
む
三
田（
さ
ん
だ
）市

（
兵
庫
県
）に
移
り
住
み

夫
と
共
に
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ
り
、
そ

ん
な
中
で
も
「
家
を
建

て
た
い
」
と
の
希
望
を

抱
き
、
三
田
市
か
ら
丹

波
篠
山
市
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
何
も
な
い
ま

ま
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

友
達
と
の
出
会
い
、

転
機

　
丹
波
篠
山
市
で
は
車

関
係
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
等

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
と
出
会
い
教
室

で
教
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

い
日
々
で
し
た
。
し
か

し
夫
の
転
職
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
時
、
夫
が
森
林

の
仕
事
が
し
て
み
た
い

と
言
い
出
し
ま
し
た
。

考
え
た
結
果
、
そ
れ
な

ら
「
私
の
実
家
の
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、

夫
と
共
に
２
０
２
３
年

８
月
に
実
家
（
弘
見
）

に
帰
っ
て
来
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
実
家
の

片
付
け
を
し
な
が
ら
、

２
０
２
５
年
に
、
も
と

も
と
好
き
だ
っ
た
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
店
を
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
材
料

費
が
高
い
と
わ
か
っ
て

い
て
も
、
作
る
の
が
好

き
な
の
で
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
体
験
も
開
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
猫
と
夫
と
ゆ
っ

く
り
暮
ら
し
た
い
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

（
取
材
‥
依
岡
一
生
）

表
紙
写
真
は
塩
谷
さ
ん

の
作
品
で
す
。

光彩煌めく部屋と猫光彩煌めく部屋と猫

塩谷  由紀さん　弘見（郷）
しおたに ゆき

塩谷  由紀さん　弘見（郷）
しおたに ゆき

編 

集 

委 

員

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

　
副
委
員
長
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
米
谷
　
勝
市

　
　
　
　
　
　
笹
木
　
章
弘

　
　
　
　
　
　
松
田
　
照
代

編
集
後
記

編
集
後
記

　
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
は

昭
和
３５
年
頃
、
お
よ
そ
４
４

０
人
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
８９
人
で
す
。
８０
％
の
人

が
地
区
か
ら
い
な
く
な
り
ま

し
た
。
死
亡
と
、
都
会
流
出

で
す
。

　
草
刈
作
業
が
で
き
る
人
は

３０
人
程
度
。
隣
の
地
区
は
こ

れ
よ
り
大
幅
に
少
人
数
で
す
。

地
区
維
持
・
祭
り
・
鳥
獣
対

策
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
全
地
区
で
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
・
議
会
も
本
気
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
笹
木
章
弘
）

⑯

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
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0
8
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印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
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